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北海道特別教区の新しい 1 年を展望する  

小泉 基  

昨 年 、 新 型 感 染 症 の 影 響 で 道 内 の 往 来 が 閉 ざ さ れ る 日 々 が 続 き ま し

た 。 に も か か わ ら ず 、 イ ー ス タ ー 以 降 わ た し た ち は 主 の 祈 り に よ っ て

つ な が り 、 秋 に は そ れ が 「 ハ ガ キ で 主 の 祈 り 展 」 と し て 見 え る 形 で 結

実 し ま し た (作 品 は ま だ 募 集 中 で す )。 困 難 さ の 中 に あ っ て も 道 を 拓 い

て 下 さ る 神 さ ま に 感 謝 す る 1 年 で し た 。  

 今 年 、 わ た し た ち の 置 か れ た 状 況 は 好 転 せ ず 、 見 通 し は 必 ず し も 明

る い も の と な っ て は い ま せ ん 。 特 に 、 礼 拝 に 集 い に く い 、 聖 餐 を と も

に す る こ と が 難 し い 状 況 が 続 い て い る こ と は 、 わ た し た ち の 信 仰 生 活

に と っ て 大 き な 痛 み で も あ り ま す 。 け れ ど も 逆 に 言 え ば 、 オ ン ラ イ ン

で 、 あ る い は 説 教 原 稿 や 礼 拝 の 配 信 ･録 画 を 通 し て 、 わ た し た ち が み 言

葉 に 触 れ 続 け る こ と に は 何 の 制 約 も あ り ま せ ん 。 む し ろ 、 よ り み 言 葉

に 触 れ 、 み 言 葉 に 集 中 し や す い 環 境 を 与 え て い た だ い て い る と も い え

ま す 。 な ん と い う 恵 み で し ょ う か 。 そ の こ と の 喜 び に 、 わ た し た ち の

1 年 の 展 望 の 基 礎 を お き た い と 思 い ま す 。 そ こ で 、 教 区 総 会 に は 主 題

と し て ｢み 言 葉 に  生 か さ れ あ ゆ む  神 の 民 ｣を 提 案 し ま し た 。  

 オ ン ラ イ ン を 用 い た 新 し い 試 み を ふ た つ 。 ZOOM の シ ス テ ム を 用 い た

教 区 合 同 聖 研 が 提 案 さ れ て い ま す 。 春 夏 秋 冬 の 4 つ の 学 期 を 、 教 区 の

4 人 の 牧 師 が 担 当 し ま す 。 通 年 で 参 加 す る な ら ｢イ エ ス と 出 会 っ た 人

々 」 「 旧 約 聖 書 の 女 性 た ち ｣「 歴 史 に お け る 宗 教 改 革 」 「 ヨ ブ 記 を 読

む 」 。 こ れ ら 4 つ の テ ー マ に つ い て 学 び を 深 め る こ と が 出 来 ま す 。 午

前 だ け で な く 夜 も 開 講 さ れ ま す か ら 、 お 仕 事 を な さ っ て お ら れ る 方 も

学 び に 加 わ る こ と が 出 来 ま す 。 も う ひ と つ は 「 オ ン ラ イ ン 教 区 の 集

い 」 。 道 内 6 つ の 会 堂 を ZOOM で 結 ん で 、 お ひ と り お ひ と り が 大 切 に し

て お ら れ る 愛 唱 聖 句 の わ か ち あ い を 共 に し よ う と い う 企 画 で す 。 初 め

て の 試 み で す か ら 上 手 く い く か ど う か わ か り ま せ ん が 、 計 画 を 練 り つ

つ 楽 し み な 思 い も し て い ま す 。  

 感 染 状 況 が 落 ち つ け ば 、 秋 に は 各 教 会 の 役 員 が 道 央 に 集 っ て 、 教 区

の 今 後 を 展 望 す る 役 員 研 修 会 を 計 画 し た い と 願 っ て い ま す 。  

 例 年 と 同 じ よ う な 計 画 が 立 て ら れ な い か ら こ そ 、 今 ま で に な か っ た

新 し い 企 画 が 次 々 と 生 ま れ て い き ま す 。 神 さ ま へ の 信 頼 の も と に 、 と

も に あ ゆ む 1 年 に し て い き ま し ょ う 。  
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各教会の近況報告  

 

【函館教会】        小泉  基  
クリスマスを前に、教区からの支援もいただいて自立看板が再建されました。

LED ライト付で夜は暗かった教会前の通りも明るくなり、英語表記も加えられ
て外国人観光客にもルーテル教会の存在をアピールすることが出来るようにな

りました。  
クリスマス主日礼拝では、ゴスペルクワイア MSC を通して教会につながった

姉妹の洗礼式が行われました。MSC の仲間の祝福もあって礼拝堂の人数制限以
上の出席者が与えられ、第 2 会場として準備されていた集会室からも、映像を
通して数名が参加しました。イブ礼拝では、MSC からの選抜チーム、"ルーサー
ファイブ"が、オルガンに代わって会衆の賛美
をリードしました。また、オリジナル木製タ
グがクリスマスプレゼントとして配布されま

した。  
市内で複数のクラスターが発生したことを

受け、定期総会は文書開催となりました。2 週

間かけて質問や意見を受けつけ、ハガキで投
票していただいて、教会規則の改正、役員改
選案 (全員留任 )を含めて、すべての議案が可

決されました。  

半分倉庫として使われていた小部屋が、記
念室=聖餐準備室として整備され、召天者の
写真が名前入りで綺麗に並びました。  

 

 
【恵み野教会】       太田  満里子  

2020 年のクリスマス燭火礼拝は、コロナ禍を考慮して、例年とは異なった礼

拝としました。例年は讃美歌を多く取り入れていましたが、今回は、沢山のキャ

ンドルと奏楽（ハープ、オルガン、トーンチャイム）により静寂の中で迎える心
に響く礼拝となりました。  
降誕祭礼拝では、礼拝後の祝会に代えて出席者にミニプレゼントをお渡しし、

クリスマスの喜びを共に分かち合いました。  

2021 年度の教会総会は、1 月 31 日 (日 )の礼拝後に礼拝堂 (例年は集会室 )で三
密を避けて行われました。総会を無事終え、2021 年度が教会員と共に新たにス
タートしました。  

今年度の主題は『主と共に』、主題聖句
は『見よ、兄弟が共に座っている。なんとい
う恵み、なんという喜び。』（詩篇 133 編 1
節）に決まりました。  
コロナ禍において共に礼拝に与る喜びを

一層深く感じた一年であったことを心にと
めて、2021 年度もこの喜びと感謝を胸に教

会での交わりを大切にして、喜びを持って、

教会員と共に宣教に励んで行くことが出来
るよう祈り求めていきたいと思っています。 
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【札幌教会】                   日笠山  吉之  
新型コロナウィルスに翻弄された 2020 年のクリスマスは、例年のように楽し

い祝会も出来ず、教会学校の子どもたちのクリスマス会も開けませんでした。そ
んな中ではありましたが、札幌北礼拝堂で受洗者が一人与えられたことは嬉し
い限りです。たとえこの世がどんな状況に陥ろうとも、神は宣教し続けてくださ
っていることを実感しました。  

クリスマスの燭火礼拝は 3 密を回避するため、会堂に集まってもらうことは
せず、初めて札幌礼拝堂からオンラインで礼拝を配信しました。（主日礼拝は新
札幌礼拝堂から毎週オンラインで既に配信中）いつもは道が混むので来るのを
ためらっていた方が、オンラインでゆったり参加することが出来た！との声も
ありました。燭火礼拝に続いて、2 月の教会総会も今年は初めてオンラインで行
われました。例年のようにスオミホールに一同
に会してもらうと密になるので、3 つの礼拝堂

をオンラインで繋いで行ったのです。コロナの
おかげでオンラインの活用がどんどん進んで
いる札幌教会です。  
 クリスマスから新年にかけて、札幌教会は 4

名の兄弟姉妹たちが相次いで天に召されまし
た。皆さん札幌礼拝堂で熱心に信仰生活を守ら
れた方たちばかりでした。ご遺族は言うまでも

なく、教会員一同、言いようのない寂しさに包
まれています。お祈りください。  

 

 

【帯広教会】             岡田  ひとみ  
帯広教会の 2020 年のクリスマスを不思議な思いで迎えました。イエス様の

生誕を教会員と祝う会ができないからです。礼拝後、教会員で丹精した向日葵

・朝顔・秋桜の種を喜びの種としてわかちあいました。次の夏それぞれの地で
喜びを花ひらいてもらいたいです。  
みんなと祝う事が出来なくても礼拝で主を賛美することが出来ます。24 日

（木）の燭火礼拝＆映画観賞会では久しぶりに出席された方と短い交わりの時

をすごせました。25 日（金）の降誕祭礼拝は少数の出席者で守ることが出来ま
した。26 日（土）は浦幌で降誕祭礼拝をいつもの方たちと守ることが出来まし
た。私自身 3 回も降誕礼拝に出席でき、その度ごとに喜びを与えられたことに
感謝いたします。  

2 月 7 日（日）の総会は、正議員全員が出
席か委任状での意志表示をしてくださいま
した。コロナ禍にあっても帯広教会では礼
拝を守り祈りあうことが出来ました。集え
ない方を覚え祈りあえることに感謝いたし
ます。今年はインターネット環境を整え教
会員も新しい技術を獲得し、次の時に備え

たいと思います。今年は春の訪れが早いそ

うです。多くの方が躊躇無く教会に咲く花
々を見に来ることができ、喜びを分かち合
うことができますように！
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オンラインで聖書研究会！  
中島 和喜  

昨年から社会全体でオンライン

を活用する流れが盛んになってき

ました。教会でもオンラインで礼拝

に与ることができるようになり、多

くの人にみ言葉が伝えられるよう

になったというのは喜びでありま

しょう。そんな折に教会員が素晴ら

しいアイデアを伝えて下さったの

です。「これだけオンラインで様々

なことができるなら聖研もオンラ

イ ン で 出 来 る ん じ ゃ な い ん で す

か？」と。私は「なるほど」と思い

教区内の牧師に何げなく話したと

ころ、話はすんなりと通り、教区常

議 員 会 で 協 議 さ れ た 際 に も 「 ぜ

ひ！」という太鼓判を押していただ

き、4 月から実施されることとなり

ました。おしゃべりが好きな私とし

ては話す場が与えられることはう

れしい限りですが、言い出しっぺと

いうことで責任も感じております。 

聖書研究と言いながらも、4 人の

牧師がそれぞれ 7 回という時間に限

りがあるため普段のように聖書を 1

節ずつ読み進めていくのは難しく、今回はテーマに沿って学びをしていくこと

になりました。普段の聖研とはまた違った学びが得られると思います。  

そして何よりも北海道に住む信仰の仲間と、画面越しとは言え、毎週集えると

いうことにこそ意味があると思います。北海道特別教区はそれぞれの教会が離

れているために中々お会いすることはできません。しかし今やオンラインを介

せばいつでも会える時代となったのです。まだオンラインが苦手だと感じてい

る方にも教会でサポートいたしますので、ぜひ参加していただければと願って

います。  

社会的距離感が必要だと言われる時代に、かえってそれぞれの距離が縮まっ

た！後から振り返った時にそんな感想を抱けるように、皆で共に集いましょう。 

教勢動向（12 月 1 日～2 月 28 日）  

函館教会  ・受洗 荒木奈央未 (12 月 20 日) 
   

恵み野教会 ・召天 井上律子  （ 2 月 27 日） 
   
札幌教会 ・受洗 原田賀代子（12 月 19 日） 
   ・召天 北村和子  （12 月 13 日） 大賀美紀子（12 月 19 日） 

              松原睦哉  （12 月 30 日） 諏佐知佳  （ 1 月 30 日） 

   ・転出 野口宏海  （ 1 月 17 日） 野口英子  （  〃  ） 


